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は じめに

　本報告で は 、 近代 日本 の就学前保育 ・教育

施設で ある幼稚園・保育所の 二 元体制 の 統合

を 目指す 「幼保一
元 化」を支える論理 な らび

に論点 につ い て整理す る。 こ の 作業 を通 じて

得 られ る知見は、単なる就学前保育 ・教育の

制度改革を超 えて 、乳幼児期の 子育て の あ り

方 を根本的に 問い 直す契機 となる もの と考

えられ る。

1 ．r幼保一元化」 とはい かなる
“

問題
”

か

　　一 二 元体制の抱え る矛盾

　 日本 の 就学前保育 ・教育制度で ある幼稚

園 ・保育所は、近代化の 進む明治期、幼稚園

は富裕層の 教育機関 として 、保 育所は貧困層

の 就労支援・児童保護の 施設 として 誕生 した。

明治期の 幼稚園 ・保育所は 、階級 の 分化 を前

提 としっ っ
、

「教育」機能 と 「ケ ア （保護 ・

養護）」機能それ ぞれ を担 う施設 と して 設立

された の で あ る。

　その 後、こ の 二 元制度の あり方に つ い て は、

保育の 実践場面や子 ども の 育ちの視点か ら

く り返 し批判 がな される よ うになる。こ の 批

判の ポイ ン トとは 、「教育」 と 「ケ ア （養護）」

との 不 可分性 で あ る 。

　例えば、第二 次世界大戦後の 保育制度成 立

時 に 、教育関係者 の 団体で あ っ た 「日本教育

会」 がま とめた 「幼児保育刷新方策 （案）」

で は 、
「従来 の 幼稚園、託児所、保育所等は

夫 々 異 なる設 立趣 旨、 沿革を持 つ とは 云 へ 、

実際に は凡て の もの が教育 と養護 との 両機

能を持 っ 」こ とが述 べ られ 、こ れ を根拠 に 「幼

保
一

元化」が求め られて い る。乳幼児の 実際

の 保育場面にお い て 、
「教育」 と 「ケ ア （養

護）」が 分離不可 能で ある こ とが 、 二元体制

解消の 根拠 とされて い る の で ある。

　同様 の 傾 向は 、1963 年に 出され た文 部

省 ・厚生省の 共 同通達 「幼稚 園 と保育所 の 関

係 に つ い て 」 に もみ られ る。 こ の 通達で は 、

「幼稚園は幼児に対 し、学校教育を施す こ と

を 目的 と し、保育所は 「保育 に欠 ける児童」

の 保育 （こ の 場合幼児の 保育に っ い て は、教

育に関す る事項 を含 み保育 と分離す る こ と

はで きない。）を行 うこ とを 、 そ の 目的とす

る も の で 、 両者は 明らかに機 能を異に す るも

の で あ る 。 」 と記 されて い る 。 こ こ で は、「教

育」 施設 とし て の 幼稚園 、
「保育 （本報告で

の 「養護 （ケ ア）」）」 を行 う保育所 とい うよ

うに、両者 の 目的 ・役割の 違い を二 元体制 の

根拠 として強調す る
一方で 、そ の 違い 自体が

乳幼児の 育ち に と っ て は分離不可能な もの

で あ る とい う矛盾 を示 して い る。

　 こ の よ うに、近代 目本にお ける幼稚園 ・保

育所 の 二 元体制は、「教育／ケア （養護）」 と

い う、乳幼児 の 保育にお い て は分離の 難 しい

二 つ の 機能をそれ ぞ れ の 施設 の 根幹に据え

な が ら二 元体制を維持す る、とい う矛盾 を抱

えた施設で ある こ とが く り返 し指摘 され て

きた。

2 ．「幼保一元化亅 をめ ぐる理論的課題

　幼稚 園 ・保 育所 の 二 元体制 の 基盤 とな る

「教育」 と 「ケア （養護）」 概念 の 相克 は、

その 後 も存在 し続 けたが、1970 年代以降、
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新たな論点が 生 じるよ うにな っ た。そ の
一

つ

が 「教育」 「ケ ア 」 の 主体 に つ い て 、も う
一

つ が担い 手に つ い て で ある。

2 − 1 ．r教育亅 「ケ ア 」概念をめ ぐる相克

　　厂教育」 と 厂ケ ア （養護）」 と い う二 つ の

機能が 、 保育実践や子 どもの 育ち の 点か ら見

て 不可分で ある こ とは先に 述べ た が 、 こ の 両

者 の機能統合 に際して は 、他 に も論理矛盾が

生 じるこ とに なる 。

　 実際に、1970 年代か ら顕著な潮流 とな り

つ つ あるケア に 関する研究か らは 、こ の 「教

育」 と 「ケア （養護）」 行為にお ける主体に

関す る対立構造が見 出せ る。

　 ケ ア 研 究の領域で は 、「ケア 」 にお い て 中

心 とな る の は 、要求の 主体とな る当事者で あ

る と され て お り （上 野 2011）、幼稚園 ・保

育所 にお ける乳幼児が 「当事者」となる 。 そ

の 一方 、 乳幼児施設 の も う
一

つ の 柱で ある

「教育」 は 、 教育の 担い 手を主体 とす るパ タ

ーナ リス テ ィ ッ ク な概念で あ る とされ て い

る （広田 2009 ）。こ うした前提に 立 つ と、「幼

保一
元化」された施設における 「ケア 」と「教

育」 の実施の 際に は、常に 「ケ ア を受 ける」

「教育を行 う」主体同士 の 葛藤は避 けられな

い こ とにな る 。 した が っ て 、「幼保
一

元 化」

は、こ の 「教 育」 「ケア 」 とい う二 つ の 行為

の 対立 ・相克を超 え る論理 な し には成立 し え

ない もの となる 。

2 − 2 ．「教育亅「ケア亅の 担い手をめ ぐる相克

　 も う
一

つ は、「教育」 「ケア 」 の 担い 手 をめ

ぐる論点で ある。

　 1990 年代以 降 、 少子化対策が社会的な課

題 と して 認識 されるように なる と、幼稚園 ・

保育所 も子育 て支援 （＝少子 化対策）施 設 と

して の 役割が期待 され る よ うにな っ た。

　こ の 背景に は 、出生 率 の 低 下 とも関わる家

族 の 変化 が存在 して い る 。 近代 にお い て 「ケ

ア 1 は、「私 」 的 な場 で ある家族、中で も女

性 が担 うもの とされ て きたが 、 専業主 婦 とい

うケア 専従 の 女性 の 存在を 当然 の もの とす

る家族 の 「崩壊」 が進み 、家族内で の ケア が

困難 とな る状況 が生まれ た 。
つ ま り、 「福祉

にお ける含み資産」 （1978 年版厚 生白書）と

して 自明 の もの とされて い た家族が ケ ア の

担い 手 として の 限界 を迎えた の で あ る。こ う

した家族 の 限界を受け、「ケ ア の 社会化 （脱

家族化）」 の 動 きが 、政策 的に示 され る よ う

に な っ た。育児領域にお け る 「子 育て の社会

化」 は、そ の
一

端 とい え る 。

　 そ し て 、
こ の 動き に伴 い 、乳幼児施設 とし

て は 、 ど こ ま で 「教育」 「ケア 」 を担 うか が

一
つ の 課題 とな っ て い る 。 制度的に義務化 さ

れ て い な い 就学前施 設で あ るか らこ そ、保護

者 ・家庭の ニ
ー

ズ へ の対応が重視 され 、保護

者／施設は 「教育」 「ケ ア」 を ど こ ま で 担 う

の か 、 とい う新たな課題 が浮上 し て い る。

おわりに

　 こ れ ま でみて きた よ うに 、「幼保
一

元化」

は 、 幼稚 園 ・保 育所を統
一

する とい う単純な

制度改革 を超 え て 、近代 に成立 し、後期近 代

に おける社会変化 の 中で 疲弊 した 制度を組

み 直そ うとす る動 き で あ る とみ る こ とが で

き る。そ うで あ る か らこ そ 、
こ こ か らは 、 乳

幼児を ど こ で ど の よ うに育て る か 、とい う子

育て の あ り方そ の もの を問 い 直す 視点を見

出す こ とが で き る 。

　本稿で示 したそ れ ぞれ の 論点 は、施設 を構

想す る上 で 重要な 手掛か りとな るが、詳細な

検討 は今後の 課題 としたい
。
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